

《教材展開例》

　○　授業時間の目安　　　　１時間　（学級活動）

　○　活用するワークシート　ワークシート１
	学習活動・内容
	教師の指導ポイント

	１　本時のねらいを確認する。

すごろくをしながら女らしさや男らしさにつ

いて考えてみよう。
２　ゲームの進め方を確認する。

３　グループに分かれ、教師がサイコロを振りクラス全員でゲームを進めていく。

４　感想をまとめる。

５　学習のまとめをする。


	※　Ａ３判のすごろく台紙をコピーし、子ども達に配付しておくとよい。

○　ゲームをしながら、それぞれのトピックや問題カードについて話し合い考えることが大切であることを指示する。

○　保護者に考えてもらう問題を宿題とする。

○　クラス全員が同じトピックやクイズを解いていくため、ゲームの途中で意見を出し合ったり考えたりしながら進めていくことができる。

○　それぞれが気付いたこと・考えたことの背景にも触れる。

○　性別による固定的役割分担意識に気付かせる。

○　本時の活動や今までの活動を振り返り、考えたことや、友達の意見から気付いたこと、考えが深まったことをワークシートまたはシラバスに記入させる。

○　性別にとらわれることなく、自分らしく生きていくことや、男女が協力し合うことの大切さに気付かせる。




※Ａ３判のすごろく台紙をはじめとしたすごろくセットをコピーし、６人程度のグループに分かれてすごろくゲームを行うこともできる。

　少人数グループですごろくゲームを実施する場合は、「グループ」という語を「人」と読み替えて、ゲームを行うように説明すること。
※保護者と考える問題については、後日、振り返りの時間を設けるとよい。
－教材１－
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【ワークシート１】

○　目指せ！男女共同参画社会　すごろくの答えを考えてみよう。

	№
	答え
	答えを選んだ理由

	1
	
	

	2
	
	

	3
	
	

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	

	7
	
	

	8
	
	

	9
	
	

	10
	
	

	11
	
	

	12
	
	

	13
	
	

	14
	
	

	15
	
	

	16
	
	

	17
	
	

	18
	
	


－教材２－

【ワークシート１】
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○　目指せ！男女共同参画社会　すごろくの答えを考えてみよう。

	問題カードの番号
	答え

	1
	

	2
	

	3
	

	4
	

	5
	

	6
	

	7
	

	8
	


○　おうちの人といっしょに考えてみよう。
	問題カードの番号
	答え

	9
	

	10
	

	11
	

	12
	


○　友だちの意見の中に、自分が気付いたこと以外のことはありませんでしたか？

　　自分では気付かなかった友達の気付きを書いてみよう。

	


－教材３－

【すごろく問題カードの答え】

◆ 問題カードその１
1 看護師

2 助産師

3 保育士

4 客室乗務員又はキャビンアテンダント・フライトアテンダント

5 フロアスタッフ

◆ 問題カードその２

テニス・卓球・バドミントン

◆ 問題カードその３

女子選手の参加はなし

◆ 問題カードその４

家庭の中で、お母さんがお父さんの言うことを聞かなかったとき、お父さんが暴力を使って言うことを聞かせても、罪にはならない？
1 罪になる

2 罪にはならない

答え　①

○女性に対する暴力は、人権を侵害する重大な問題であるにもかかわらず、これまで長い間「家庭内の問題」とされ、暴力であるという認識がなされませんでした。しかし、平成１３年に「配偶者からの暴力防止及び被害者の保護に関する法律」が制定され、同法で「配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害である」と前文で明らかにしています。

※配偶者からの暴力

☆配偶者・・男性、女性を問いません。事実婚や元配偶者（離婚前に暴力を受け、離婚後も引き続き暴力を受ける場合）も含まれます。

☆暴力・・身体的暴力のみならず、精神的・性的暴力も含まれます。

· 問題カードその５

男の人は、育児休業（仕事をしている人が赤ちゃんを育てるために仕事を休むこと）をとることができる？
1 とることができる

2 とることができない

答え　①

· 育児休業の解説

☆労働者は、申し出ることにより、子が１歳に達するまでの間（一定の場合、子が１歳６か月に達するまでの間。）育児休業を取得することができます。

☆妻が専業主婦や産後休業中であっても、少なくとも産後８週間までは、男性労働者も育児休業を取得することができます。

－教材４－
· 問題カードその６　

男女共同参画社会とは、どのような社会かな？

　①　男性は外で仕事をし、女性は家で家庭の仕事（家事や育児）をする社会

　②　男女がおたがいに対等なパートナーとして尊敬し、協力し合いながら、活やくできる社会

　③　男性同士、女性同士が結婚できる自由を認める社会

答え　②

☆平成１１年に制定された男女共同参画社会基本法前文で、男女共同参画社会を「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる」社会と定義しています。

☆また、第６条では、「男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男女が、相互の協力と社会支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすることを旨として、行わなければならない。」としています。
◆ 問題カードその７・８

　イラストを見て考えよう。感じたことを発表したり、ワークシートに記入しよう。

〔解説〕普段何気なく目にしているイラストの中に、「女性の役割」「男性の役割」という固定的なイメージが含まれている場合があることについて考える問題です。子育てを女性だけの役割、責任として性別によるイメージで表現していないか、職場において、男性は中心的業務、女性は補助的業務（会議に出席するのは男性だけで、お茶くみは女性の役割など）というように固定的な性別役割分担で表現していないか、男女共同参画の視点から、一度、身の回りのメディアについて考えるきっかけとしていただければと思います。

◆ 問題カードその９～その１２は、家庭であらためて問題について理由を含め考えていただきたいと思います。

　なお、その１２については、考察が難しい部分があると思いますので、問題の意図を説明します。

○　女性は男性と比較して、トイレを使用する時間が長いため、男女同数のトイレが設置されていたとしても、女子トイレに長い行列ができることが度々あります。

○　災害時に女子トイレが大混雑する理由として、上記のような男女のニーズの違いがあるにもかかわらず、トイレを設置する等の災害時の対策を考えるメンバーに女性が少なく女性の意見が反映されていないことが考えられます。
○　あらゆる分野の意思決定の場に男女が対等に参画し、男女の意見がバランスよく反映されることが必要です。

○　なお、阪神・淡路大震災や新潟県中越地震など過去の災害経験から、被災時には増大した家庭的責任が女性に集中したことや支援する側に女性が少なく男女のニーズの違いを把握した対策が行われなかったなどの問題が明らかになりました。そのため、こうした被災・復興状況における女性をめぐる諸問題を解決するため、男女共同参画の視点を取り入れた防災（災害復興）体制の確立が求められています。

－教材５－
すごろくの問題カードの問題が足りない場合に、下記の問題を御活用ください。

【問題カード例】

１　ある町の図書館で火災がおこりました。消防車がかけつけ、消防士たちが救助活動を行いました。そのうち、消防士の一人が図書館から助けた子どもを見て、とても驚きました。なんとその子どもは消防士の息子だったのです。
その後、元気になった子どもに、友達の一人が「お父さんに助けてもらって無事だったんだね。よかったね。」言いました。
すると、その子どもは「え？」ととても不思議そうな顔をしました。なぜでしょう。

（答）消防士の仕事をしているのは子どものお母さんだから

２　しんいちくんには、お兄さんとお姉さんがいます。友達に二人の職業のことをたずねられたしんいちくんは、「検事とケーキ屋さんでケーキ職人をしているよ」と答えました。

すると友達は「お姉さんがつくるケーキを食べてみたいな」と言いましたが、しんいちくんは不思議な顔で、「姉さんはつくれないよ」と答えました。
しんいちくんはうそをついていません。なぜでしょう。
（答）しんいちくんのお姉さんが検事で、お兄さんがケーキ職人だから
－教材６－

　

◇ゲストティーチャーを探すための窓口のひとつとして、福島県教育委員会は「福島県体験活動・ボランティア推進センター」を設置しています。本部センターは、福島県教育庁社会教育課に、地域センターは各教育事務所にあります。
◇福島県教育庁ホームページのボランティア人材検索システムで、希望される分野での人材の検索ができます。地域センターにお問い合わせください。コーディネーターが御相談に応じます。
◇市町村センターでもゲストティーチャー探しの御相談を受け付けています。
	　学　　校
	         

	 ○はじめに、あなたの学校の体験活動等推進主任に御相談ください。
 （体験活動等推進主任は、県内の全公立小・中学校及び県立学校に
 　配置されています。）
	



        情報提供・相談対応              
	 ○市町村センター（市町村教育委員会等）は、
　青少年の体験活動・ ボランティア活動を推
　進するための情報提供や相談、コーディネー
　ト等を行う窓口です。
　　学校からの相談にも応じています。
	                 



	
	 　　　　　　福島県体験活動・
	

	                      ボランティア推進センター

	
	 ○地域センター（各教育事務所内）コーディネーター
   県北地域センター（県北教育事務所内）　　電話024-521-7715
   県中地域センター（県中教育事務所内）    電話024-935-1488
   県南地域センター（県南教育事務所内）    電話0248-23-1666
   会津地域センター（会津教育事務所内）    電話0242-29-5488
   南会津地域センター（南会津教育事務所内）  電話0241-62-5367
   相双地域センター（相双教育事務所内）    電話0244-26-1315
   いわき地域センター（いわき教育事務所内）  電話0246-24-6144

	

	

	
	 ○本部センター（県教育庁社会教育課内）コーディネーター
   電話０２４－５２１－７７９９
   ボランティア人材検索システム
　　http://www.fvolnt.gr.fks.ed.jp/index.html
	

	


－参考３－
「次代の親づくり推進委員会」委員（敬称略・五十音順）

【平成１８年度】（所属・職名はH18.4現在）

	所属・職名
	氏　　名
	

	伊達市立梁川小学校教諭
	石幡　良子
	

	中学校長会事務局庶務
（福島市立吾妻中学校長）
	川崎　康宏
	

	県教育庁教育指導領域学習生活指導グループ参事　
	菅家　敏之
	

	郡山市立安積中学校教諭
	千代田　幸子
	

	福島大学行政政策学類教授
	辻　　みどり
	

	桜の聖母短期大学生活科学科教授
	西内　みなみ
	委員長

	県教育庁生涯学習領域社会教育グループ参事　
	西間木　薫
	

	小学校長会事務局次長
（福島市立三河台小学校長）
	野崎　修司
	

	NPO法人こころの森副理事長
	渡部　栄子
	


【平成１９年度】（所属・職名はH19.4現在）

	所属・職名
	氏　　名
	

	古殿町立大久田小学校教頭
	石幡　良子
	

	県教育庁生涯学習領域社会教育グループ社会教育主事
	小河原　健一
	

	柳津町立西山中学校教頭
	武田　光弘
	

	郡山市立安積中学校教諭
	千代田　幸子
	

	福島大学行政政策学類教授
	辻　　みどり
	

	桜の聖母短期大学生活科学科教授
	西内　みなみ
	委員長

	県教育庁教育指導領域学習生活指導グループ指導主事　
	森田　晶代
	

	飯舘村立臼石小学校教頭
	横山　修
	

	NPO法人こころの森副理事長
	渡部　栄子
	


【平成２０年度】（所属・職名はH20.4現在）

	所属・職名
	氏　　名
	

	古殿町立大久田小学校教頭
	石幡　良子
	

	県教育庁学校生活健康課指導主事
	金成　智子
	

	会津坂下町立第二中学校教頭
	小島　靖
	

	郡山市立安積中学校教諭
	千代田　幸子
	

	福島大学行政政策学類教授
	辻　　みどり
	

	桜の聖母短期大学生活科学科教授
	西内　みなみ
	委員長

	県教育庁社会教育課社会教育主事　　
	湯田　眞佐利
	

	飯舘村立臼石小学校教頭
	横山　修
	

	NPO法人こころの森副理事長
	渡部　栄子
	


指導ポイント集・教材の活用状況について

☆御協力いただける場合は、下記の項目について御記入のうえ、福島県生活環境部人権男女共生課まで、お送りください。
（FAX：０２４－５２１－７８８７　E-mail：jinken@pref.fukushima.jp）
学校名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏　名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

担当学年：（　　　　 ）担当教科：（　　　　　）

１　この指導ポイント集を授業で活用されましたか。

　　　　　　　　活用した　　　　　　　　活用しなかった

２　活用した方にうかがいます。どのように活用しましたか。
	活用した教科等

	

	授業の内容


	

	授業に取り組んだ時間数

	

	指導ポイント集の感想・御意見


	

	児童・生徒の感想等


	


３　活用されなかった方にうかがいます。活用しなかった理由をお聞かせください。

	


４　指導ポイント集、教材について御意見・御要望等があれば記入願います。

	


	（問い合わせ先）

福島県生活環境部人権男女共生課
住　所：〒９６０－８６７０

　　　　福島県福島市杉妻町２番１６号

電　話：０２４－５２１－７１８８

ＦＡＸ：０２４－５２１－７８８７

（ホームページ）http://www.pref.fukushima.jp/danjo/


























































































































　　











国立・私立の学校からの御相談も受け付けています。























































































































ゲストティーチャーをお探しの時には・・・













































































